
「はるねこ」 ３・４歳から

かんの ゆうこ／文 松成 真理子／絵

２０１１年２月 講談社／発行

今年の春は、どこかへん。そんなとき、春の種をなくした

というねこが、あやのもとにやってきて…。不思議なねこと

少女の出会いを描いた、心あたたまる物語。

「はるかぜさんぽ」 ２・３歳から

えがしら みちこ／作

２０１７年３月 講談社／発行

風にのって、おさんぽしよう！女の子が春のおさんぽで出

会ったのは、さくら、しゃぼん玉、だんごむし、たんぽぽのわ

たげ…。思わず外へ出かけたくなる、季節感たっぷりの絵本。

おさんぽシリーズ。

この他にも季節や行事の絵本はたくさんありますので、

由布市立図書館（挾間・庄内・湯布院）にご相談ください。

「いちご」 ２歳から

平山 和子／さく

１９８９年４月 福音館書店／発行

畑で寒い冬を越し、初夏、緑の葉の陰に小さないちごの実が

なりました。いちごの実が日に日に赤く色づき、甘いいちごに

なってゆく様子をていねいに描きます。

「おはなみバス」 ２・３歳から

すとう あさえ／ぶん いりやま さとし／え

２０２０年２月 ほるぷ出版／発行

おはなみバスが走ります。ぶっぶー。りすさん、うさぎさん、

たぬきさんを乗せてさくらやまに出発。みんなは、つくってき

たおはなみ弁当を見せっこして…。巻末に行事のミニ解説つき。

「はるといえば…」 ０歳から

新井 洋行／作

２０２０年２月 アルファポリス／発行

はるといえば、桜。ピンクの花びら、ひらひら。ひらひらと

いえば、ちょうちょ。黄色いはねがとってもきれい。黄色とい

えば…。はる、なつ、あき、ふゆ、みーんな、いいね！季節を

楽しむ連想えほんシリーズ。
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「おおきくなるっていうことは」 ３歳から

中川 ひろたか／文 村上 康成／絵

１９９９年１月 童心社／発行

またひとつ大きくなったみんな、おめでとう。大きくな

るってどんなことか、わかるかな? 洋服が小さくなること、

水に顔を長くつけられること、あんまり泣かないこと、そ

れからほかにもいっぱいあるんだ。

挾・湯 所蔵

「たんぽぽのおくりもの」 ３・４歳から

片山 令子／作 大島 妙子／絵

２０１２年３月 ひかりのくに／発行

冬ごもりから目を覚ました、くまのコロンくんは待ちき

れなくて、雪の中、春を探しに出かけました。いつの間に

か夜になって、道に迷ったコロンくんは、茶色いくまのマ

ロンちゃんの家にたどり着き…。

『おおいた子どもの本の

ページ』も参考にどうぞ


